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安全に使用していただくために重要なことがらが書かれています。

設置やご使用開始の前に必ずお読みください

安全上のご注意
この取扱説明書の安全についての記号と意味は以下の通りです。

※物的損害とは、家屋・家財および家畜、ペットにかかわる拡大損害を示します。

：禁止（してはいけないこと）を示します。例えば は分解禁止を意味しています。

：強制（必ずしなければならないこと）を示します。

なお､注意に記載した事項でも状況によっては重大な結果に結びつく可能性もあります。

いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

本製品は、オムロン 製無停電電源装置B X 5 0 F W / B X 5 0 F / B X 3 5 F / ( * 1 )専用の

横置き取付金具です。

 警告

◆　製品の梱包内容　◆
取付金具 ............................................ 2 取扱説明書 .................................... 1
取付木ねじ .................................... 4

4-2．
下図のとおり、取付金具がUPS本体の裏面にあるゴム足の上になる位置で、かつ取付金具の

ツメがUPS本体のスリットに合う位置を決め、4 本のねじで確実に固定してください。

 注意
必ず取付金具のツメが、UPS本体のスリットの部分に入っていることを確認すること。
● 取付金具のツメがスリットの部分に入っていないと、UPS本体が外れ落下して危険です。

352.6

48
.8

21
.5

1.
6

10
.8

322.7

（公差 ±0.5mm） 

2-φ4.3

金具寸法図

(*1) 最新の対応機種は当社ホームページを参照してください。

(https://socialsolution.omron.com/jp/ja/products_service/ups/product/option/option.html)

警告

BX50FW/BX50F/BX35Fの場合

注：深いスリットの部分にツメを合わせる 深いスリットの部分にツメを合わせる

＜本体底面を上から見た図＞

注：

注： 取付金具がゴム足の上になる

位置で固定すること。
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取付金具をUPS本体の底面に取り付ける場合

横置き取付金具 BXP50F取扱説明書 

正しい取り扱いをしなければ、 軽傷 ・中程度の傷害を負ったり、 万が一の場合は重傷
や死亡に至る恐れがあります。
また、 同様に重大な物的損害を受ける恐れがあります。

UPS 本体を正しい方法で設置する。
● 誤った方法で設置すると、 転倒や落下に巻き込まれてけがをする恐れがあります。

● 指定方向以外で設置すると、 バッテリから液体 （電解液） が漏れたときに保護ができません。

ねじは必ず付属のものを使用する。
● UPS 本体への取り付けに付属品以外の長いねじを使用すると、 内部を損傷することがあります。

● 付属品以外のねじを使用すると強度不足により、UPS 本体が落下し、けがをする恐れがあります。

設置場所の設置面の材質に適したねじを使用し、 振動などでかかる力に耐えられる

よう確実に固定する。
● 設置面の材質、 厚さなどを確認し、 金属の場合は付属のねじを使用してください。 コンクリートや

木材などの場合は、 その材質に適した専用のねじを使用してください。

● 転倒や落下に巻き込まれてけがをする恐れがあります。

取付金具の固定場所は、 UPS 本体の重さに十分耐えられるようねじ止め強度を確

保できる場所を選んで取り付ける。

固定場所の壁面材質に適したねじの種類、 固定方法を使用してください。
● 取り付ける UPS 本体と取付金具の重さに機器を接続する電源ケーブルの重さ、 引っ張り力など

が加わります。

● 転倒や落下に巻き込まれてけがをする恐れがあります。

金具やねじは本取扱説明書の指示された数を使用する。
● 十分な固定ができずに UPS 本体の転倒や落下に巻き込まれてけがをする恐れがあります。

© OMRON SOCIAL SOLUTIONS CO.,LTD. 2005

本取扱説明書に記載されている各会社名、 各社製品名は各社の商標または登録商標です。
本取扱説明書の内容の一部または全部を無断で複製、 転載することは禁止されております。
本取扱説明書の内容については、 将来予告なしに変更することがあります。



33 取り付け位置・方向を決める

取り付け方

・ 取り付け方向は必ず下記の指定方向にしてください。

指定以外の方向では使用しないでください。

（バッテリの液漏れ対策が施してありますが、 指定以外の方向で設置されますと効果がありません）

◆　設置方法　◆

11 取り付け場所と設置方法を決める

22 準備

・ 用意するもの

UPS本体 BX50FW/BX50F/BX35F
取付金具 BXP50F
固定場所の壁面材質に適したねじを４本ご用意ください。

　木の壁面に取り付ける場合は付属のねじをご利用いただけます。

・ 電源ケーブルを延長して接続される場合は、8A 以上(BX35F)、もしくは 12A 以上(BX50FW,
BX50F)の電流容量のものをご使用ください。

下図の方向では取り付けをおこなわないでください。

（上下逆さま）

（上下逆さま）

（電源スイッチ側を下） （正面パネルを下）（正面パネルを上）

取り付け位置

放熱、電源ケーブルの取り回し等のために、

UPS本体の周囲には右図に示すような

スペースが必要です。

取り付けるUPS本体の大きさに合わせて

スペースを確保してください。
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UPS本体
BX50FW/BX50F/BX35Fの場合 

44 UPS本体を固定する

4-1． 取付金具をUPS本体の上面に取り付ける場合

下図のとおり、取付金具のツメがUPS本体の深いスリットの部分に合う位置を決め、4 本のねじで確実

に固定してください。

注： 深いスリットの部分にツメを合わせる

＜本体上面を上から見た図＞

注： 深いスリットの部分にツメを合わせる

BX50FW/BX50F/BX35Fの場合

＜
正
面
パ
ネ
ル
図
＞

97.1 154 36.3

（単位mm/公差1.0mm） 

ねじを回すためにドライバが必要であることを示します。
ねじの形状に合ったドライバをご用意ください。


